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６月 14 日（木）



いみず野だより　２

　

６
月
18
日（
月
）、
平
成
30
年
産
大
麦
の
初

検
査
が
新
湊
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
検
査
を
受
け
た

の
は
、
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
に
収
穫
さ

れ
た
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
８
５
、０
０
０
㎏

で
、
全
量
１
等
で
買
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
大
麦
の
品
質
は
、
容
積
重
は
前

年
よ
り
軽
い
も
の
の
、
千
粒
重
は
前
年
よ
り

重
く
、
粒
形
・
充
実
度
は
前
年
並
み
で
、
被

害
流
の
混
入
・
硬
質
粒
は
見
ら
れ
ず
、
品
質

は
総
体
的
に
昨
年
並
み
で
し
た
。

　

作
柄
に
つ
い
て
は
、
冬
の
豪
雪
で
平
均
気

温
が
低
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
穂
数
は
平
年

よ
り
か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
精
麦

比
率
は
９
１
・
２
％
と
平
年
並
み
と
な
り
ま

し
た
。

　

乾
燥
調
製
に
あ
た
っ
て
は
、
整
粒
歩
合

80
％
を
目
途
に
、網
目
の
清
掃
を
行
い
、良
品

質
麦
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
麦
初
検
査 

実
施

～籾殻循環施設  竣工式～
全国初の施設、ついに完成

　５月 30 日（木）ＪＡいみず野新湊カントリーエレベーター敷地内で、籾殻循環施設の竣工式が行われました。
　平成 24 年度に射水市や富山県立大学、民間企業などと「もみ殻循環プロジェクトチーム」を立ち上げ、米の収
穫後に大量にでる籾殻を肥料化するための検討を始め、平成 26 年度には通常の半分程度に燃焼温度を抑えて、結
晶化させずに水に溶けるシリカを産生する低温燃焼方法を確立しました。ＪＡいみず野小杉カントリーエレベー
ターに設けた試験施設で実証実験を繰り返し、事業化が見込めることから、新施設の整備を決めました。
　完成した施設では、年間約 300 トンの籾殻を処理する予定です。
籾殻シリカ灰は次世代コンクリートとして鉄道のまくらぎ等に利
用され、最終目標としては肥料として売り出すことにしています。
また燃焼熱で沸かしたお湯は、隣接する園芸ハウスに送り、暖房
機の熱源として活用し、燃料代の削減や二酸化炭素の排出抑制に
つなげます。
　全国初となる灰と熱の 2 つを有効活用できる施設は、全国の農
業関係者から関心が寄せられています。いみず野で確立した、硬
くて利用しにくい籾殻を有効活用する技術が、射水から全国へ広
まっていくことを期待しています。
　現在、今秋からの本格稼働に向けて準備を進めています。 竣工式の間に行われた起動式で、装置起動のスイッチを押す組合長ら



３　いみず野だより

生
涯
学
習
の
励
み
に

学
び
通
帳
贈
呈
式

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
は
、
市
内
の
各
地
域
振
興
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
生
涯
学
習
に
使
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
射
水
市
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
へ
「
学
び
通
帳
」
を
5
千
部
寄
贈

し
ま
し
た
。
5
月
29
日
（
火
）
に
は
贈
呈
式
が
射
水
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
び
通
帳
は
金
融
機
関
の
通
帳
と
同
じ
大
き
さ
で
、
15
行
の
欄
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
講
座
や
学
級
、
教
室
に
参
加
す
る
と

ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
、
全
て
の
欄
が
埋
ま
る
と
「
学
び
特
典
」
と
交
換
で
き
ま
す
。
対

象
講
座
等
や
特
典
は
、
各
地
域
振
興
会

で
決
め
7
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
表
紙
に
は
、
射
水
市
特
産
の

白
エ
ビ
と
恵
比
寿
様
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
シ
ラ
エ
ビ
・

ス
ー
」
が
描
か
れ
、
射
水
地
区
の
旧

道
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
も
設
け
、
親

し
み
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
水
元
睦
雄
組
合
長

が
「
ス
タ
ン
プ
を
た
め
る
こ
と
は
活

動
の
励
み
に
な
る
。
有
効
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
夏
野
元
志

市
長
に
特
大
サ
イ
ズ
の
学
び
通
帳
を

手
渡
し
ま
し
た
。
夏
野
元
志
市
長
か

ら
は
、「
温
か
い
支
援
に
感
謝
し
て

い
る
。
生
涯
学
習
活
動
を
さ
ら
に
振

興
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　６月６日から 14日にかけて、いみず野農協えだまめ部会（源春夫部会長）
のＪＧＡＰ（ジェイ・ギャップ）内部監査が行われました。
　えだまめ部会では部会員全員でＪＧＡＰに取り組むことを決定し、部会での
団体認証取得をめざして準備を進めています。認証は審査機関の審査に合格
しなければならないため、今回えだまめ部会員全員（22法人、

１認定農業者）とえだまめ部会事務局、えだまめ調製施設を対象に当ＪＡ職員
（一部ＪＡ全中ＧＡＰ支援アドバイザー同席）が監査し、不適合箇所の是正通知を
行いました。
　今年のえだまめは昨年より約 25％多い、約 30.7ha を作付けしています。７月
上旬頃より収穫し、その後、８月に審査が行われる予定です。

ＪＡ自己改革の実践！
～地域のみんなで支え合う～

適正な農場管理で射水のえだまめブランド向上を

ＪＡいみず野が取り組んでいる
「所得増大」「地域の活性化」につながる活動を

ご紹介いたします。

-SeriesⅢ-

夏野市長（中央）と市生涯学習推進協議会の谷川会長（左）に通帳を手渡す水元組合長（右）

えだまめ部会の内部監査を行うＪＡ職員



いみず野だより　４

パークゴルフ大会
第28回 年金友の会

　６月 14 日（木）に、南郷パークゴルフ場にて『第２８回いみず野農協年金友の会パークゴルフ大会』が開催
されました。
　この大会はいみず野農協の年金友の会会員の方々が、パークゴルフを通じて健康の増進と会員相互の親睦を
図ることを目的としており、今大会は 246 名と多数の会員方々に参加頂きました。
　開会式では、いみず野農協年金友の会連絡協議会の竹内 紘一副会長による開会宣言の後、去年 10 月に行
われた第 27 回大会の優勝杯が返還され、いみず野農協年金友の会連絡協議会の坪田 孝一会長と、当ＪＡの
水元 睦雄組合長による挨拶が行われました。
　競技が始まると参加者は真剣な表情でボールを打ち、はつらつとしたプレーが見られ、とても楽しまれてい
るようでした。
　４コースを通した熱戦の末、男子の部では福田 博さんが 97と素晴らしいスコアで優勝に輝きました。女子
の部では同点によるプレーオフが行われました。白熱した勝負は高越 雅恵さんが見事に優勝を勝ち取られ、大
いに盛り上がりました。
　閉会式では、いみず野農協年金友の会連絡協議会の多田 壽一副会長による閉会宣言で、大会が締めくくら
れました。

順位 男子の部 支店 スコア
優　勝 福　田　　　博 大　島 97

２　位 須　田　幸　夫 大　門 101

３　位 高　瀬　友　義 三島野 101

順位 女子の部 支店 スコア
優　勝 高　越　雅　恵 三島野 104

２　位 明　野　百合子 堀　岡 104

３　位 福　田　文　子 大　島 105

　　　　　表　彰　式 C o n g r a t u l a t i o n s ! 　 C o n g r a t u l a t i o n s ! 　 C o n g r a t u l a t i o n s !

狙いを定
めて～

開会のあいさつ
ＪＡいみず野  水元　睦雄 組合長

開会のあいさつ
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会

坪田　孝一 会長

開会宣言
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会

竹内　紘一 副会長



優勝決定戦プレーオフ

ＶＳ

５　いみず野だより

高瀬  友義さん
（３位）

福田  文子さん
（３位）

須田  幸夫さん
（２位）

高越  雅恵さん
（優勝）

福田　博さん
（優勝）

明野百合子さん
（２位）

　　　　　表　彰　式 C o n g r a t u l a t i o n s ! 　 C o n g r a t u l a t i o n s ! 　 C o n g r a t u l a t i o n s !

入れっ！
！それっ！

！

閉会宣言
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会  

多田 壽一 副会長

おめでとう　ございます



豊
作
願
っ
て

「
片
口
田
祭
り
」

　
毎
年
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
片
口
支
店
前
で
開
催
さ
れ
て
い
る
『
田
祭
り
』
が
第
40
回

目
を
迎
え
、
６
月
９
日（
土
）午
後
３
時
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
片
口
保
育
園
・
小
学
校
・
自
治
会
等
、
地
区
全
体
の
協
力
を
得
て
、

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
・
女
性
部
・
Ｊ
Ａ
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
か
ら
新
青
年
部
員
、
新
女
性
部
員
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
）
が
増
え
、
ま
す
ま
す

田
祭
り
に
活
気
が
わ
い
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
心
配
さ
れ
て
い
た
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
コ
ロ
ッ

ケ
等
の
屋
台
に
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
設
ア
ン
パ
ン
マ
ン
広
場
で
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
Ａ
コ
ー
プ

商
品
の
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、保
育
園
園
児
の
お
遊
戯
、

小
学
生
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、女
性
部
の「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」、青
年
部
の「
田
祭
り
太
鼓
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
植
え
が
無
事
に
終
了
し
た
お
祝
い
と
豊
年
満
作
の
願
い
を
込
め
て
、
最
後
は

恒
例
の
餅
ま
き
で
、
会
場
は
最
高
潮
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

いみず野だより　６

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

平
成
29
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
作
成
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

平
成
29
年
度
下
期
監
事
監
査
指
摘
事
項
の
改
善
状
況
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
不
祥
事
対
応
規
程
の
一
部

　
　
　
　
　

改
正
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

平
成
30
年
産
米
穀
等
の
農
協
販
売
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て
（
案
） 

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
５
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て　

二
、
監
事
会
規
則
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

三
、
Ｊ
Ａ
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
に
つ
い
て

四
、
理
事
会
付
議
大
口
融
資
の
残
高
推
移
に
つ
い
て

五
、
余
裕
金
運
用
状
況
報
告
（
第
１
四
半
期
）
に
つ
い
て

六
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告

七
、
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

八
、
反
社
会
的
勢
力
口
座
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
に
つ
い
て

九
、
組
合
員
加
入
脱
退
状
況
（
３
月
～
５
月
）
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
し
た
。

◆
附
議
事
項
◆

一
、
内
部
管
理
態
勢
に
か
か
る
指
導
要
綱
・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に

　
　

基
づ
く
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」
に
つ
い
て

二
、
会
計
監
査
人
監
査
の
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
暫
定
案
）

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
会
だ
よ
り

－

第
26
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

平
成
30
年
６
月
20
日
㈬　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

－

監　

事　

会

－
日
時　

平
成
30
年
６
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

協同の力
ＪＡいみず野概況

（平成30年５月末日）

正組合員数　　　　　　　　　　　5,379人
准組合員数　　　　　　　　　　　8,349人
みなさまの貯金高　　　　1,316億01百万円
みなさまへの貸出金　　　276億10百万円
長期共済保有高　　　　　       3,057億87百万円
購買品供給高　　　　　　　12億98百万円
販売品販売高　　　　　　　　1億89百万円

女性部による「フラダンス」

特設アンパンマン広場での一コマ♪

青年部の「田祭り太鼓」



菊
酒
造
」
を
見
学
。
２
７
０
０
坪
の
敷

地
は
創
業
当
時
の
ま
ま
で
、「
蔵
」
と
諸

設
備
や
古
の
作
業
状
況
を
パ
ネ
ル
展
示

等
を
回
り
、
試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
ん

だ
人（
？
）も
あ
り
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
は

大
繁
盛
で
し
た
。
昼
食
も
こ
こ
で
い
た

だ
き
、
古
い
分
厚
い
木
製
テ
ー
ブ
ル
が

印
象
的
で
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
で
姫
路
港

か
ら
小
豆
島
福
田
港
ま
で
１
時
間
40
分
。

穏
や
か
な
瀬
戸
内
の
島
々
行
き
交
う
船

を
眺
め
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
小

豆
島
へ
上
陸
。
播は

り
ま
な
だ

磨
灘
を
左
に
４
３
６

号
線
の
海
岸
沿
い
を
走
り
、
憧
れ
の「
オ

リ
ー
ブ
公
園
」
へ
。
青
緑
の
葉
と
か
わ

い
い
小
粒
の
真
白
い
花
が
枝
い
っ
ぱ
い

で
、
今
が
一
番
見
頃
に
な
っ
て
お
り
、

ど
の
木
々
も
見
事
で
し
た
。
高
台
か
ら

見
る
内
海
湾
、
二
十
四
の
瞳
映
画
村
な

ど
眺
望
は
最
高
！
記
念
館
、
ハ
ー
ブ
館

他
園
内
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。宿
泊

ホ
テ
ル
へ
到
着
早
「々
天
使
の
散
歩
道
…

エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
」
の
散
策
。（
満
潮

干
潮
で
島
と
島
を
結
ぶ
道
路
が
消
え
る
）

時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
深
緑
樹
の
多
い
Ｓ
字
坂
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
を
寒か

ん
か
け
い

霞
渓
山
頂
ロ
ー
プ
ウ

●
い
み
ず
野
マ
マ
さ
ん
大
学

　
「
小
豆
島
の
旅
」

　

薫
風
さ
わ
や
か
な
５
月
27
日
～
28
日

の
２
日
間
、
女
性
部
会
員
52
名
は
２
台

の
バ
ス
を
連
ね
て
、
北
陸
高
速
路
・
山

陽
道
を
経
て
姫
路
へ
着
き
ま
し
た
。
早

朝
５
時
の
出
発
で
し
た
が
、皆
元
気
い
っ

ぱ
い
！
早
速
、
明
治
43
年
創
業
の
「
灘

　

特
に
き
ゅ
う
り
の
曲
が
り
は
栄
養
不

足
が
原
因
で
、
対
策
と
し
て
は
畝
の
肩

の
部
分
へ
の
追
肥
が
効
果
的
と
の
こ
と

で
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
る

野
菜
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
や
工
夫

が
詰
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
、
今
更
の
よ

う
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
「
手
作
り
の
安
心
安
全
で
新
鮮
な
野
菜

で
元
気
い
っ
ぱ
い
！
」

　

心
配
し
て
い
た
天
気
予
報
の
雨
を
吹

き
飛
ば
し
た
青
空
教
室
で
し
た
。
私
も

ち
ょ
っ
と
だ
け
野
菜
作
り
を
始
め
て
み

よ
う
か
な
と
思
っ
た
午
後
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
杉
支
部
）

エ
イ
駅
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
。
暫
し
の
間
、

渓
谷
の
山
頂
か
ら
眼
下
に
広
が
る
景
色

に
感
動
、
火
山
活
動
に
よ
り
出
来
た
と

い
う
巨
岩
、
奇
岩
の
切
り
立
っ
た
迫
力

と
ス
リ
ル
に
感
嘆
し
き
り
、
約
５
分
間

の
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

醤ひ
し
お

の
郷さ

と

「
京
宝
亭
」
で
は
多
種
類
の
佃

煮
を
見
学
し
、
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し

た
。そ
し
て
い
よ
い
よ
、か
の
地「
二
十
四

の
瞳
映
画
村
」
へ
。
明
治
後
期
か
ら
昭

和
46
年
ま
で
の
学
び
の
場
「
岬
の
分
教

場
」
に
は
、
当
時
の
ま
ま
の
校
舎
、
机
、

教
材
な
ど
。
ま
た
坪
井
栄
文
学
館
も
併

設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
見
聞
、

感
動
を
心
身
全
体
に
受
け
止
め
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
福
井
県
を
通
っ
た
時
の
、

水
平
線
に
沈
む
タ
日
の
素
晴
ら
し
い
光

景
が
印
象
的
で
し
た
。　
（
黒
河
支
部
）

●
家
庭
菜
園
青
空
教
室
に
参
加
し
て

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
家
庭
菜
園
青
空

教
室
が
今
年
も
各
支
部
の
畑
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
杉
支
部
の
大
江
地
区
で
は
、
５
月

23
日
の
午
後
に
、
Ｊ
Ａ
の
中
村
営
農
指

導
員
を
迎
え
て
、
畑
の
野
菜
を
見
な
が

ら
、
肥
料
や
病
気
の
予
防
な
ど
栽
培
全

般
に
わ
た
る
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
初
は
ナ
ス
が
植
え
て
あ
る
周
り
に

集
ま
り
、
枝
を
整
え
ら
れ
る
手
元
を
見

な
が
ら
、
自
分
で
も
試
し
て
み
た
り
質

問
し
た
り
し
て
、
と
て
も
賑
や
か
で
し

た
。
そ
の
後
、
病
害
虫
対
策
の
説
明
や

追
肥
の
や
り
方
等
の
話
も
伺
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ス
イ
カ
…
と
場
所
を
移
し
な
が

ら
説
明
が
続
き
ま
し
た
。

今
後
の
行
事
予
定

７
月
17
日
㈫　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
海
老
江
東
町
）

　
　

18
日
㈬
～
20
日
㈮　

　
　
　
　
　
　

エ
ー
コ
ー
プ
商
品
講
習
会

　
　

27
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　

28
日
㈯　
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験
（
第
2
回
）

８
月
３
日
㈮　

ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会

　
　

８
日
㈬　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　

９
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

19
日
㈰　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ
体
験
学
習

　
　

25
日
㈯　
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験
（
第
３
回
）

　
　

31
日
㈮　

手
芸
教
室

▲大江家庭菜園

７　いみず野だより

「灘菊酒造」見学

二十四の瞳映画村

ＪＡいみず野女性部員の親睦が深まる旅となりました



いみず野だより　８

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験

　
　
「
第
１
回 

ト
マ
ト
定
植
」

　

体
験
を
通
し
て
農
業
の
大
切
さ
・

す
ば
ら
し
さ
・
安
全
・
感
動
等
な
ど

を
感
じ
て
も
ら
う
目
的
で
、
今
年
度
も

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
青
年
部
、
女
性
部
と
射
水
市
再
生

協
議
会
が
主
催
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
さ
わ
や
か
な
初
夏
の
薫
風
に
程
よ
い

汗
を
か
き
な
が
ら
、
学
童
25
名
は
「
シ
シ
リ
ア
ン

ル
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
ト
マ
ト
の
植
え
付
け
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
新
湊
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
集

合
、
Ｊ
Ａ
営
農
部
の
稲
田
部
長
が
「
農
業
体
験
の

意
義
に
つ
い
て
」
挨
拶
、
高
木
青
壮
年
部
長
か
ら

ト
マ
ト
の
種
類
や
作
業
内
容
、
手
順
等
の
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。

　

作
道
地
内
の
圃
場
に
は
基
本
と
な
る
畝
づ
く
り

が
出
来
て
お
り
、
植
え
付
け
作
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
２
人
１
組
で
ま
ず
マ
ル
チ
作
業（
雑
草
対
策
）、

太
さ
２
㎝
程
の
パ
イ
プ
を
２
本
つ
な
ぎ
、
高
さ
２

ｍ
ほ
ど
の
ア
ー
チ
を
、
１
ｍ
感
覚
で
設
置
し
ま
し

た
。
設
置
し
た
パ
イ
プ
の
10
㎝
ほ
ど
横
へ
穴
を
あ

け
、
25
㎝
ぐ
ら
い
丈
の
苗
を
ポ
ッ
ト
か
ら
移
植
し

ま
し
た
。
も
う
大
変
な
作
業
で
し
た
。
付
き
添
っ

て
同
行
な
さ
っ
た
父
兄
は
、
我
が
子
の
悪
戦
苦

闘
で
作
業
す
る
様
子
を
カ
メ
ラ
で
収
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
「
営
農
管
理
セ
ン
タ
ー
」
で
昼
食
の

準
備
、
鶏
肉
入
り
五
目
御
飯
・
す
り
身
入
り
野
菜

た
っ
ぷ
り
汁
・
季
節
野
菜
を
使
っ
た
漬
物
を
作
り

ま
し
た
。
昼
食
は
家
族
ぐ
る
み
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
る
微
笑
ま
し
い
情
景
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
７
月
28
日
「
収
穫
」
で
す
。
実
っ
た
情

景
を
想
像
し
な
が
ら
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
（
黒
河
支
部
）

－女性部だより－

▲作り方がわかると楽しいね ▲がんばりました～！

ＪＡおすすめ

射水市北野1555-1 ＴＥＬ（0766）52-0218  ＦＡＸ（0766）52-0286

富山県知事登録旅行業第2－267号　総合旅行業務取扱管理者  肥田　知久
■営業時間　午前8:30～午後5:00　■休業日　土曜日･日曜日･祝祭日

本旅行は（株）農協観光の
旅行企画・実施になります

受託販売・
本旅行のお申込・
お問合せは

旅行センター各支店または

６つの特典
●送迎はご相談下さい
  （有料道路代は実費ご負担願います）
●サービス料・消費税込み

特典1 お値段以上の満足料理
特典2 控室にてお茶とお菓子付
特典3 入浴用タオル付
特典4 宴会場にてカラオケ付
特典5 宴会時お一人お銚子１本と

ビール中瓶お二人に 1 本付
特典6 ちょっぴりプレゼント

●15 名様以上お申込みください。

こりゃあ
うれしい満足内容

15 名様以上のプランです

９月30日㈰まで
【設定除外日】
平成30年
8/11 ㈯～ 15㈬
9/15 ㈯～ 17㈪

期 間
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